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�間��の��情�をお�けします。
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令和４年６⽉  
「発達外来」を
開始します。

臨��理⼠・���理師・���覚⼠

           �野 �智�

 �どもたちの発�は⼀�ひとり�

っています。�性(個性)の�りがあ
り、�団の中で�っているお�さん

たちがいます。その�性(個性)をよく
理�し、丁寧に�援していくこと

で、できることが�えていきます。

「発�の�びしろ」をたくさん持っ

ているので、できることが�えるこ

とで、⼩さな⾃�を積み重ねていく

ことができます。発�にとても⼤事

な⾃⼰肯��が�っていくのです。

「⾃⼰肯��を�どもたちにいかに

⼤切に�てていくかが発��援のポ

イントとなります。」

 �間��では⼀�ひとりの�性(個
性)を⼤事にしながら、�労を�野に
�れた�援を�開していきます。⼤

きくなって地域��で働ける�ども

たちを�てていきます。

この�間��からお�さんたちの発

�を�える�援を�けていきます。

 まず、�性(個性)を知ることから�
めていきます。�どもたち⼀�ひと

りの⾯⽩さを理�していくことから

�めましょう。�どもたちの持つ�

かな�界をぜひ知ってください。

 

今⽉号の内容

令和４年６⽉より  

「発��来」を開�し

ます�

担当�発��来科  

        �野
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�援内�

  �覚��療�

�動発�を�える基�を作る

  ��療�

コミュニケーションスキル

  �理療�

箱�療�、描�、カウンセリング等

  �団療�

ダンス、⼯作、お菓�作り等

 プロの先⽣や友�から�びあう��を提供していき

ます。�団療�では、発�のお�さんたちを�えるこ

とのできる⼤�もたくさん�てていきます。ちょっと

したアイデアが�いていきます。
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お問い合わせはこちらまで 医療法⼈社団尚成会 近間病院
宮崎市⼭崎町965番地6  TEL：0985-24-2418

担当：発達外来科 髙野

  ↑臨床⼼理⼠・公認⼼理師による箱庭療法の様⼦    ↓作業療法⼠による感覚統合療法の様⼦


